










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































“Preliminary Survey  of  the  Languages  around  the
Japan  Sea”である。なおこれには昭和56年度の特
別設備費によって購入された電算機がフルに活用
されたことも特記しておかねばならない。第二は、
鎌田元一（日本史学）、佐藤進（中国語学）・磯部
彰（中国文学）が共同して、『六国史集解』のうち
『続日本紀』以下五国史について、その引用漢籍を
調査・整理して、今回はそのうち『続紀集解』引
用漢籍索引が作成されたことである。
（2）この経費で購入した図書・資料による主な研
究成果。第一には、前述の『六国史集解』はマイ
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クロ・フィルムから作製した引伸写真を利用し、
それによって共同研究がすすめられた、第二に、
雑誌『帝国文学』が購入され、これを直接に対象
とした研究成果が矢沢英一「『帝国文学』とロシア
文学」である。第三に、『中国方志叢書』は彪大な
費用を要するので、中国沿岸六省に限って購入さ
れたが、これを史料とした成果が夫馬進「清代沿
岸六省における善堂の普及情況」である。しかも
『中国方志叢書』（全巻揃）は、現在、国立大学・
機関では４カ所、私立大学では５カ所に設置され
ていると聞くが、いままでこれを全面的、包括的
に利用した研究はなく、上記の研究の意義は大き
いといえよう。なおこの史料は清末・民国初期の
近代地方自治制度研究にも不可欠なものであるの
で、今後、速かに全巻を完備することが望まれる。
（3）個別研究もあり、また研究会で口頭発表され
たものもある。後者については彙報欄に掲載した
通りである。
なお以上のほかに、この研究成果として特記し
ておかねばならないことは、学部改組による研究
組織において新設・補充された各分野の専門教官
がそれまでそれぞれに蓄積してきたところの諸業
績について、相互に理解を深め、それによって学
際的な研究をすすめる基礎ができたことである。
さらにその基礎のうえで、ささやかではあるがい
くつかの課題について共同研究を実施しえたこと
は一つの前進であろう。
だが残念ながら、東アジア研究センター設置をめ
ぐる環境は、計画当初の昭和55年度をピークとして
厳しくなっていった。昭和56（1981）年には旧和漢
薬研究所はトリチウムセンターとして利用すること
が決定、大学全体の概算要求でも順位が下がり、東
アジア関係の特定研究も昭和60年度で終了した。先
にあげた各年の長期計画の中で、Ⅰ期からⅡ期、そ
してⅢ期と優先順位がさがったのは、この反映だっ
た。（以下第４章第１節）
第Ⅱ部　部局編
